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水頭症診療アップデート
病態理解と治療戦略のニュースタンダード（仮）

山田茂樹プランナー：

◆病態・診断

名古屋市立大学

脳脊髄液動態の新概念

成人慢性水頭症の新分類

成人慢性水頭症の画像診断

◆治療

菅野重範 東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学分野

シャント術② 腰部くも膜下腔－腹腔シャント術（LPシャント）

宮﨑晃一 大阪回生病院脳神経外科シャント術③ 脳室－心房シャント術（VAシャント）

治療介入前後の管理とケア

水頭症診療は、胎児期から超高齢期に至るまで幅広い年齢層を対象とし、脳神経外科領域においては基本的かつ重要な疾患です。

一方で、その病態理解と治療戦略が進化し続けています。とりわけ近年、脳脊髄液動態に関する概念の大きな転換、超高齢化の進

展に伴う特発性正常圧水頭症（iNPH、新名称「ハキム病」）患者の急増、さらに我が国発のDESHとして国際的に認知された画像所見

や診断基準の普及は、従来の水頭症診療に大きな変革をもたらしています。本特集は、これらの最新知見を踏まえつつ、これから水

頭症の治療に臨む若手だけでなく、ベテラン医師にとっても「現代の水頭症治療のスタンダード」を体系的に学べることを目的に、水頭

症診療において押さえるべき重要なポイントをコンパクトにまとめました。

喜多大輔 公立能登総合病院脳神経外科

特 集

川村海渡 埼玉県済生会川口総合病院脳神経外科

シャント術① 脳室－腹腔シャント術（VPシャント） 羽柴哲夫 関西大学医学部脳神経外科学講座

後藤幸大 湖東記念病院脳神経外科

秋葉ちひろ 菊川駅前ライフサポートクリニック

山田茂樹 名古屋市立大学脳神経外科学講座

読者ターゲット 研修医から第一線の脳神経外科医まで

ＡＤポイント
脳神経外科領域のより有用な情報を「できるだけ早く」提供することを目的としつつ、脳神経外科専門医

の生涯教育のための実用的な手技・知識、斬新かつホットな論文を満載してお届けいたします。
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掲載面 刷色 スペース 料金 サイズ(mm)

表4 カラー 1頁 280,000 225×200
表2 カラー 1頁 240,000 275×210
表3 カラー 1頁 200,000 275×210

記事中※ カラー 1頁 160,000 275×210
記事中 1色 1頁 80,000 250×180
記事中 1色 1/2頁 50,000 120×180
綴込 140,0001枚カラー 仕上がりに天地左右3mm
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※掲載場所指定は20％増の料金となります（記事中カラーのみ対応）。


